
化学物質を感知する器官もあります。この器官は鰓

の基部にあるのですが、ただの皺が１列に並んでい

るだけなので、肉眼または光学顕微鏡で見つけるに

は至難の業です。一般に巻貝ではその存在が知られ

ていますが、二枚貝では見つかっていません。巻貝

ではこの嗅検器で二酸化炭素やさまざまな芳香性の

物質を感知するみたいですが、ホタテガイは一体何

を嗅ぎ分けているのでしょうか。

また、肛門の近くの直腸右殻側に１枚の薄い膜

が見られますが、これは腹感覚器と呼ばれ、貝殻

内の水の流れを感知すると言われています。一部

には外敵の接近による振動も感じると言われてい

ますが、定かではありません。

このようにホタテガイも我々人間のように外部環

境または内部環境の変化、刺激を多数感じ取ってい

ると思われます。もし、ホタテガイがこれら多くの感

じ取ったものを我々に発してくれれば、ホタテガイ

にとってよりよい環境で養殖ができることが考えら

れますが、今のところそのことを我々が知る手段が

ありません。しかし、養殖するに当ってホタテガイも

我々と同じ生き物として、少しでもホタテガイの気

持ちを察して上げる必要もあるのでないでしょうか。
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写真５　平衡胞（CC：繊毛細胞，LC：長繊毛，
SC：短繊毛，SN：平衡神経，STL：平衡石）

写真６　嗅検器（DB：向下鰓弁，
SM：鰓懸垂幕，O：嗅検器）

写真７　腹感覚器（ADE：閉殻筋，
ASO：腹感覚器，R：直腸）

今年の陸奥湾の海況自動観測結果から、１月～９

月にかけての特異的な現象を簡単にご紹介します。

①　春季（３月～４月）の
水温逆転現象

今年は、春先に底層の水温が表層の水温より高

くなる水温の逆転現象が観測されました。これは、

湾内の海水の塩分が例年より著しく低めに推移し

たため、これよりも比重の高い湾外の高温高塩な

海水が海底に沿って入り込み、底層に分布したた

めです（図１）。過去30年間の観測では、1980、

1982、1984、1999、2003年に同じ現象がおき

浅海環境部　技師　大　水　理　晴



ました。

②　湾口部における急潮現象

６月14日～15日に湾口部（上磯地域）にお

いて一部のホタテガイ養殖施設が潮に流され

る急潮被害が出ました。例年５月～９月は、

南への流れが１年中でもっとも強くなること

が、過去の平舘ブイの15m層の流向流速の観

測結果からわかっています。この被害が出た

時間帯の平舘ブイの観測結果から、６月14日

の深夜から15日の早朝にかけて急激な水温の

上昇と南への強い流れが同時に見られました

（図２）。

この湾口部における急潮現象は、過去には

1975年７月12日～22日に平舘沖合で発生し、

多数のホタテガイ養殖施設が流出するという

大きな被害をもたらしました。

③　夏季の高水温

今年の夏季（７月～９月）は猛暑であった

ことから４年ぶりに高水温になることが懸念

されました。ホタテガイの成育好適水温の上

限の23℃以上の高水温状態が続くと、へい死

等の被害が発生する恐れがあります。しかし、

今年は懸念したほどの高水温状態は長続きし

ませんでした。青森ブイと東湾ブイでは７月

下旬から８月上旬にかけて全層で、それ以降

は、両ブイの30m層、底層で平年より水温が

高かったものの、１m層、15m層では概ね平

年並みに推移しました。また、気温も８月中

旬以降は平年並みから平年より低めに推移し

ました　（図３）。今年の各ブイ各層での高水

温日数（日平均水温が23℃以上の日数）は、

平舘１m層で23日間、15m層で15日間、

30m層で３日間、青森１m層で30日間、
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図２　平舘ブイの15m層水温と流向流速（６/13～６/15）

図１　水温逆転現象（３月～５月における東湾ブイの水温と塩分の日平均値の推移）

図３　７～９月における青森ブイの水温と、
東湾ブイの水温、気温の日平均値の推移
（水温の図　太線：実況、細線：平年値）



増養殖研究所の公開デーが９月19日（日）に平内町夜越山森林公園で開催され

ました。

昨年に引き続き「ほたての祭典2004」に参加しました。当日朝には激しい降雨

もあり開催が危ぶまれましたが、徐々に天気が持ち直したこともあって、「ほたて

の祭典2004」への来場者総数は１万５千７百人余。同会場の一角に設けられた当

所ブースへの来場者は1,556名に達しました。当所の研究内容を伝えるパネルの展

示や、ホームページのデモ、ホタテガイの浮遊幼生を観察できる顕微鏡、ホタテ養

殖資材等を展示しました。子供たちに人気の高かったタッチコーナーには、生きた

ヒトデやウニ・ナマコ・ホヤを入れた水槽を用意しました。今年初めての出し物と

なったホタテ採苗器の展示水槽では、採苗器に付着したホタテ稚貝の泳ぐ姿に、見

ていた子供達から驚きの声が漏れるなど、予想以上の反応を得ました。さらに、ホ

タテガイの重量当てクイズを企画しましたところ692名もの応募がありました。こ

のほか来場者への記念品として、当所の要覧や仕事の内容を分かり易く伝える特製

の下敷き、ホタテ稚貝の殻を入れた小袋、アンケート用紙を準備しました。

アンケートを通じて寄せられた要望は次回の公開デー開催に活かすとともに、漁

業者や県民にとってより身近な研究機関となるよう一層努力してまいりたいと思い

ます。（公開デー実行委員会）

ホタテガイ重量当てクイズの正解と当選者

正　　　解： 1,540ｇ（活ホタテガイ10枚）

応募者数： 692名

当選者氏名：１　等 立　花　ミ　ヤ（1,540ｇ）
（敬称略） ２　等 蛯　名　則　義（1,540ｇ）

３　等 米　田　高　之（1,536ｇ）

残念賞 舘　山　笑　子（正解との差５ｇ）

阿　部　美　穂（差８ｇ） 福　井　京　子（差12ｇ）

菅　沼　洋　次（差10ｇ） 斉　藤　颯　太（差12ｇ）

三　上　美　香（差10ｇ） 小　坂　美穂子（差14ｇ）

山　崎　健太郎（差10ｇ） 泉　谷　ひかる（差17ｇ）

鹿　内　ミツ子（差11ｇ） 水　尻　麻　子（差17ｇ）

注：１等と２等は抽選により決定しました。

15m層で４日間、東湾１m層で36日間、15m層

で11日間と、１m層では全ブイで20日以上でし

たが、ホタテガイの垂下水深帯である15m層か

ら下層では４～15日間にとどまりました。過去

の観測で15m層の高水温日数が20日以上となり、

ホタテガイの成育に悪影響があったと思われる高

水温年は、1975、1978、1985、1990、1994、

1995、1997、1999、2000年でした。

2001年（平成13年）12月からは当所のホーム

ページ上に、陸奥湾海況情報（毎週火曜日発行、

2001年７月分から）と水温・気温の日平均の図

（観測開始から現在までの30年間）を掲載してい

ますので、こちらの情報もご利用下さい。

（青森県水産総合研究センター

増養殖研究所のホームページのアドレス

http://www.net.pref.aomori.jp/zoshoku）
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